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景気動向指数（ 年６月）
～ＣＩ一致指数は２ヶ月連続低下。基調判断は「改善」維持だが、先行き下方修正リスクも～
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○持ち直しのペースは鈍い

内閣府から公表された 年６月の景気

動向指数では、ＣＩ一致指数が前月差▲

ポイントとなった。有効求人倍率や小売業

販売額などがプラスに寄与したが、鉱工業

生産指数や投資財出荷指数、卸売業販売額

などの下押しが大きかった。

ＣＩ一致指数は５月の前月差▲ ポイン

トに続いて２ヶ月連続のマイナスである。

４月に大きく上昇していたことから、４ ６

月平均でみれば１ ３月期の水準を ポイ

ント上回っているが、直近のピークである

年 月の水準は下回っており、 年

１ ３月期の落ち込み分を取り戻し切れてい

ない。持ち直しの途上にはあるものの、そ

の戻りは強いものではないという評価にな

るだろう。鉱工業生産指数でも、１ ３月期が減産の後、４ ６月期は増産になったものの、戻りが限

定的だったことに加え、８月 日に公表されるＧＤＰ統計でも、１ ３月期のマイナス成長の後、４

６月期はプラス成長が見込まれるものの、反発は鈍いものにとどまった可能性が高い など、他の経済

指標でも同様の動きが確認されている。景気の回復傾向は続いているものの、その回復ペースについ

ては 年入り以降鈍化していると判断される。

○ 基調判断は「改善」維持だが、先行き下方修正の可能性も否定はできず

内閣府によるＣＩ一致指数の基調判断は、 ヶ月連続で「改善」となった。前月差では２ヶ月連続

でマイナスだが、３ヶ月後方移動平均前月差の値は＋ となんとかプラスで踏みとどまっており、

基調判断は「改善」で据え置かれている。

ちなみに、基調判断が「改善」から「足踏み」へと下方修正されるためには、「３か月後方移動平

均（前月差）の符号がマイナスに変化し、マイナス幅（１か月、２か月、または３か月の累積）が１

標準偏差分（ ）以上」という条件と、「当月の前月差の符号がマイナス」という条件を同時に満

たす必要がある。

７月分でこの条件を満たすためには、前月差▲ ポイント以上の落ち込みが必要である。豪雨の影

響が相当強く出ればありえない話ではないが、これはさすがに難しそうだ。ただ、７、８月に連続で
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マイナスになるようであれば、一気に可能性が高まる。たとえば、７月が前月差▲ ポイント、８月

も▲ ポイント程度の小幅マイナスであっても、３か月後方移動平均（前月差）の累積は▲ と

なり、下方修正の条件を満たしてしまう。７、８月の生産予測指数は強めであり、今のところ基調判

断下方修正のハードルは高そうだが、警戒しておくに越したことはないだろう。

詳しくは、 「 年４ ６月期ＧＤＰ（１次速報）予測」（ 月 日発行）をご参照くだ

さい。




